
ＷＫＣフォーラム 第７回 高校生「国際問題を考える日」 

 

 本校国際探求学科の探究活動の成果発表の一つとして、「国際問題を考える日」に参加した。兵庫県下の

高校を中心に約６５０名の高校生・教職員を会して開催され、午前中の基調講演に続き、パネルディスカッ

ションが行われた。県下３名の１人として、本校生徒がパネリストとして壇上に立ち、多くの聴衆の前で

「オリンピックと国際問題」について活発な議論を展開した。午後からは１２０をこえるポスター発表が各

ブースで行われ、本校からはインドの水問題について１班がポスター発表ポスター発表及び質疑を行った。 

 

１ 目的  

（１）高校生のグローバルな社会課題やビジネス課題への関心を高め、コミュニケーション能力や問題 

解決能力の向上を図る。 

（２）高校生のグローバルな社会課題やビジネス課題に関する研究や実践の拡大、充実、活性化を図る。 

（３）開発教育や課題研究に取り組む高校と大学、国際機関との交流を促進し、ネットワークの形成を図

り、教育内容の充実を図る。 

（４）地球市民としての生き方やあり方を考える。 

 

２ 主催   兵庫県教育委員会、大阪大学、ＷＨＯ神戸センター 

３ 会場  神戸ファッションマート ９Ｆ 

        〒658－0032 神戸市東灘区向洋町中6-9 

４ 日程    令和２年２月11日(火) ９：３０～１６：２０ 

9：00    受付開始 
9：30    開会挨拶 主催者代表 
9：45    基調講演 「オリンピック・パラリンピックと国際問題」 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 
PRセクレタリー 河村裕美氏 

11：00   パネルディスカッション 
      テーマ「オリンピック・パラリンピックと国際問題」  

コーディネーター WHO神戸センター 医官 茅野竜馬氏 
パネリスト 高校生３名 

12：00   昼休み 
      教員向けランチョンセミナー  

テーマ「探究学習の進め方」 ＳＧＨ指定校教員（予定） 
        13：30   ポスターセッション（課題研究・実践活動の発表）120分 

       [発表10分＋質疑応答５分＋移動・準備５分]×６回＝120分 
（１グループにつき、発表２回、受講４回） 
ポスター発表コンテスト二次審査 

        15：40   表彰式・講評  
        16：00   最優秀校ポスター発表 
        16：15   閉会挨拶  ＷＨＯ神戸センター 
        16：20   閉会 

  

５ 当日の様子 

   


